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『DX事例発表』
～介護テクノロジー×時流適応＝未来創造～
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社会福祉法人あけぼの会

入所事業部 部長 町田大介

法人サイト
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所在：大曲船場町
★医療・介護・福祉・
保育事業を展開
しています！

社会福祉法人あけぼの会 30
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社会福祉法人あけぼの会 概要

• 大仙市：「大曲の花火」会場近接

• サービス概要（医療・介護・保育：１１事業）

★介護老人保健施設なごみのさと（４事業）

・入所定員100床（内：認知症専門棟30床）

・短期入所療養介護（空床利用）

・通所リハビリテーション（定員６０名）

※1日・リハビリ専門コース・短時間プールコース

・なごみ訪問リハビリテーション

★特別養護老人ホームなごみの家（地域密着型２９床）

★特別養護老人ホームなごみの家とまき（地域密着型２９床）

★歩行と言葉のリハビリ空間なごみ（定員１８名）

★歩行と言葉のリハビリ空間なごみ横手（定員１５名）

★なごみ居宅介護支援事業所

★なごみ保育園（企業主導型保育）

★なごみメンタルクリニック（医療）

※心療内科、精神科、内科、デイケア
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社会福祉法人あけぼの会 概要

202６．１．１ 現在 人数
（名）

備考

医師 2

看護職員 29 内：看護師26名。
老健１５名、特養７名、クリニック6名、デイサービス1名

介護職員 ９7 内：介護福祉士79名、技能実習生4名

セラピスト 1６ PT10名、OT5名、ST1名

その他専門職 1１ 歯科衛生士、管理栄養士、鍼灸・マッサージ師、保健師、
公認心理師、インストラクター、薬剤師

相談援助職員 1１ 社会福祉士、精神保健福祉士、主任介護支援専門員、
介護支援専門員、介護福祉士

保育士 ６ 内：1名は事務員

事務職員 9 法人本部、事務課、企画・事業推進課、クリニック

その他 15 部長、施設長、園長、営繕、清掃、洗濯

合計 １９6

・職員：１９6名 （正職員雇用率 70.9％）
・契約職員：５7名
・男性54名、女性1４2名 （比率 1対2）
・平均年齢：40.6歳
※非常勤(パート)除いた場合：37.8歳
・障害者雇用：2名

社会福祉法人あけぼの会 NJC-2025 4
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今の介護・福祉・保育業界で

絶対に対応しなければならないこと

『業務効率化と生産性の向上』

その具体的な方法の一つ

『ＤＸ』
DX（デジタルトランスフォーメーション）とは・・・

組織が社会環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、
顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、

業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、
運営する上での優位性を確立することで、

法人として安定した運営ができる仕組みをつくること。
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R5～７年度 経営ビジョン

組織・教育・自立支援力を進化し、

『スタッフが物心共に
幸せな法人になる』

～Happy management for all people～
（すべての方々の幸せ経営）

Vision
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7

R5年度～R7年度は

組織変革の3年間として、

『人財創生×DX×組織変革』を推進します。

スタッフが物心共に幸せになる仕組みを創りに取り組み、

あけぼの会で働いて良かったを実感し、

スタッフの心と経済的な安定と豊かさを実現します。

そして、スタッフの物心両面の幸せパワーで

地域の医療・介護・福祉・保育サービスの進歩発展に貢献しましょう。

★思いは
言語化して
伝える！
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介護業界の近未来
国が目指していることは・・・

8

現状認識
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介護業界の近未来

私たちの働き方はどう変わる？いや、どう変えるべきか？

9

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（≒効率化）

□ICT化で見守り負担軽減
□ICT化で記録時間の削減
□ケアプラン作成にAIを導入
□オンライン会議
□オンライン研修

これが日本のスタンダードになる。ということは・・・

これらが実現できないと選ばれる介護施設にはならない！

Ｄｉｖｅｒsity（≒多様化）

□無資格・未経験者は当たり前
□より多くの子育て層が活躍
□６０代、７０代が現役として活躍
□外国人人材が増え、国際色豊かに
□働き方も人それぞれ

現状認識
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介護業界の近未来

これからはTechnology（≒効率化）×Diversity（≒多様化）の時代

10

   現場の業務を徹底的に効率化し

多様な人材が

働きやすい環境を整えること

現状認識
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業務効率化の合言葉

11

利用者様に直接かかわらない業務
（バックヤード）

利用者様と直接関わる部分

の効率裏

の非効率表

「引き算」
したい！ 「足し算」

したい！

記録

掃除 情報共有

など

洗濯

シーツ交換

レクリエーション

利用者様との交流リハビリ

など

生活支援

© 2025Social welfare corporation AKEBONOKAI
39



© 2024 Social welfare corporation AKEBONOKAI

パソコ ンの待ち時間や
起動時間

体体温計の待ち時間

生産性向上の壁

12

腰痛による長期離脱と
それによる代替スタ ッフ雇用

遠方から本部に集ま っ て
ミーテ ィ ン グ
交通費＋往復時間コス ト

シ ョー ト ステ イ荷物チェ ッ ク
1 日 3 0 分×●名＝？

お しぼ り をつ く っ た り
洗濯 し た り す る時間デジカ メの待ち時間

業務効率化の具体策
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2021年6月
DXチームの立ち上げ！
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始動
社
会
福
祉
法
人
あ
け
ぼ
の
会 ＤＸ プロジェクト
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利用者にも

スタッフにも

法人にも地域にも
メリットがある拠点

見守りロボット ルンバ アセスメント インカム 記録・情報共有

送迎表自動化

格安スマホ

室内カメラ(放課後デイ・児童発達支援事業所)

危険運転記録＆通知システム

各事業拠点でプロジェクトメンバーが「DX推進」

© 20２２ akebonokai

AI歩行評価

© 2025Social welfare corporation AKEBONOKAI
42



© 2024 Social welfare corporation AKEBONOKAI

プロジェクト「DX」

15

業務効率化と生産性向上を目的にチーム編成！

① 優れた機器（活用機能）を選定する

② 誰が・いつ・どこで使うかを仕組み化

③ 教育をしていく
プロジェクトリーダー

石田 大智
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優れた機器を活用する 業務効率化の具体策

人件費よりも
ICT機器・ロボット機器の方が
リーズナブル！
これだけ導入している。

・出退勤＆有休管理システム（ジンジャー）

・社員スケジュール管理、社内チャットシステム（メルタス）

・介護記録システム（ブルーオーシャン）

・会計＆給与計算システム

・ワイヤレスナースコール（ココヘルパ）

・歩行力測定システム

・インカム

・人事考課＆教育動画システム（ケアキャリア）

・お掃除ロボット（ルンバ）

・見守り介護ロボット（まもるーの）

・荷物チェック（介護サプリ）

・WEBカメラ＆レコーダー

・移乗ｻﾎﾟｰﾄロボット（Hug）
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ここで挫折する事業所が多い

DX推進の理想的な流れ

一時的に業務量は増大する

現状分析

時間計測
目標設定

標準化

単純化

機械化の

検討

目的説明
（業務量UPの理解）

試験導入

（仕組み化）

見直し

教育

本格導入

一時的に負担増！！

STEP１

STEP２ STEP３

ロボット化・ICT化
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取り組み前の状況
BEFORE

★記録は紙に手書きしていた
⇒日中で記録が終わらず夜勤帯までかかることも

★複数の書類に同じ内容を記録していた

★重いファイルを持ち歩き、情報共有や記録をして
いた

取り組んだ内容

★Blue Ocean（介護記録システム）の導入

DX事例①：Blue Ocean（介護記録システム）

18
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取り組み後の成果 AFTER

★食事やバイタルを入力すると、自動で日誌や
温度版が作成され、記録に掛かる時間が大幅に短縮

19
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96
分

5 分

Before After
導入前 導入後

1日あたり

約1.5時間
削減!!

取り組み後の成果 AFTER

個人記録にかかる時間（48名分）

20
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プロジェクト「DX」現在の取組み～次年度の展望

21

介護記録のAI活用

① 音声入力

② 記録の要約

③ 多言語翻訳

④ 申し送りチャット
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DXプロジェクト まとめ

介護業界では人材不足が深刻な問題となっている。この問題に対処
するため、ICT機器を活用し業務の効率化と生産性の向上を図る。

多様な人材がICT機器を活用できるような環境を整備するために、
仕組み作りや教育の機会などを設けることが重要。

DX（デジタルトランスフォーメーション）の取り組みから得られた時
間を、限られた人員の中で活用すること、サービスの質の維持・向上に
向けて推進していくことが重要。
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『何のためのテクノロジー

DX（デジタルトランスフォーメーションか！』
業務効率化と生産性の向上の具現化のひとつ
属人化からの脱却
DXで実現する、持続可能な福祉の形のひとつ
（サービスの質と提供体制を維持するための基盤整備）
今後の介護経営のターニングポイント
（できるかできないか）

DXがもたらすもの・・・
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